
大泉叢誌は、 江戸時代後期に庄内藩士阪尾宗吾・万年・清風父子三代にわたって編纂された「江戸時代の
庄内百科叢書」ともいえる古書の集大成であり、実に139巻に及んでいます。
第 5 集には、庄内藩主代々の印判や花押、所用の槍を図示。藩主や家老の逸話から家中屋敷居住者の
変遷まで、庄内藩の歴史を詳細に記す巻冊を収録しました。
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第５集

郷土の歴史と文化、民俗を知る必携の一冊

附録：鶴ヶ岡藩士屋敷沿革記（巻131）参考図
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本誌内容：「御代々様御槍」（巻71）より

附録の参考図は、カラー印刷
鶴ヶ岡藩士屋敷の沿革が、
実際の場所と照合できる画期的な絵図！


